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    テアリングモードの非線形結合による電流密度のダイナミックス
              名古屋大学プラズマ研究所浦田一宏・羽鳥ヂ承
 トカマクと呼ばれるトーラス状の実験装置がある．初期状態では，円形断面の中央部を大電
流が流れ，密度の高いプラズマが発生する．各磁力線は入れ子構造をたすトーラス面上を走り，
この「磁気面」によりプラズマを閉じ込める．装置中のプラズマには，テアリソグモードと呼
ばれる，低抗性により磁力線の繋替えが起こり，磁気面がそのトポロジーを変えて「磁気島」に
なる不安定性が起こる．複数のこのモードの成長が，電流破壊と呼ばれる大電流の散逸を引き
起こすと考えられている．
 縮約したMHD方程式に基づいて，この現象のシミュレーションを行なった．円形断面の同
心円上の身構造として発生した2つのモードが非線形結合することにより，磁気島のオーバー
ラップが起こる．その結果，磁力線のカオス領域（磁力線が面上に留まらずに，ある体積中を
走り回る磁気面が破壊された領域）が発生して広がって行く．最後まで磁気面が破壊されずに
残った中央部では，いくつかの磁気面が磁力線に対し粘着性を持つCantorus（穴の開いたトー
ラス面）として残り，先にカオス領域とたった内側の磁力線が外側のカオスの大洋に出て行く
ことを妨げていることがわかった．それに伴い，中心付近の高い電流密度の領域に，電流密度
の低い小領域が複数めり込んで行くこと（泡の生成）を発見した．この直後から電流はフィラ
